
子どもたちの笑顔と元気があふれる学校に
校長 松田 万寿雄

５月７日に「入学おめでとう集会」が行われました。

１年生の子どもたちにとっては入学して１か月が過ぎ，少

しだけ学校生活に慣れてきた頃の集会となりました。

１年生の入場や自己紹介の場面では，２年生以上の子ども

たちが温かいまなざしで１年生を見る姿が印象的でした。

１年生の自己紹介は，練習を見させてもらった時は教室で

もなかなか聞き取れないほどのか細い声でした。それが，

本番では，全校が聞き取れる声でしっかりと自己紹介する

ことができていました。１年生の子どもたちの満足そうな

笑顔がありました。その後の発表やお祝いのメッセージも

各学年の個性が出ていて，いずれも素晴らしい発表でした。６年生も最高学年として集会を上手

に進めることができました。下級生のよいお手本になりました。集会後は，子どもたちから自然

に発せられる「楽しかった～。」という声を耳にしました。子どもたちの元気いっぱいの姿と満

足感でいっぱいの笑顔を見ることができました。

また，５月18日から20日までの３日間，小中合同あ

いさつ運動が行われました。登校時間帯に玄関前で元

気なあいさつが飛び交いました。毎年恒例のこととは

いえ，玄関前や校内でのあいさつ運動は，子どもたち

にとってよい刺激となりました。中学生の勢いにつら

れて，普段以上に大きな声であいさつする子どももい

ました。中学生からたくさんの元気をいただきました。

潟西中の生徒たちに感謝です。

そして，25日には５年生が田植えの体験活動をしてきました。今年も道村地区の渡部さんの田

んぼをお借りしました。田んぼに入るまでは，ちゅうちょするところもありましたが，入ってし

まってからは，楽しそうな歓声が響き渡りました。苗を植えるという活動はもちろんのことです

が，素足で泥の中に入るという体験も子どもたちにとっては貴重なものとなりました。この日の

５年生は楽しそうな笑顔でいっぱいでした。

子どもたちは，行事や様々な活動を通して，自信をつけたり，刺激を受けたり，新しいことを

知ったりすることができます。それが，笑顔と元気につながるのだと思います。この５月のほん

のいくつかの活動を見ただけでも，「動いてみる」「やってみる」「続けてみる」ことが大切だと

改めて感じることができました。

このあと延期となっている運動会でも子どもたちの元気に躍動する姿を見るのが楽しみです。

○み 未来を見つめ ○さ 支え合い，磨き合い ○と 共に高まる「美里っ子」
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４年生から顔写真とメッセージ入り

のペンダントをもらいました。



今年度の学校運営協議会委員の皆様を紹介します。
５月11日に第１回学校運営協議会を開催しました。今年度お世話になる委員の皆様をご紹介いた

します。 （敬称略）
名 前 役 職 等 名 前 役 職 等

○ ○ ○ ○ 学校運営協議会会長 ○ ○ ○ ○ 主任児童委員
○ ○ ○ ○ 学校運営協議会副会長 ○ ○ ○ ○ 鵜木地区住民
○ ○ ○ ○ 五里合地区住民 ○ ○ ○ ○ 野石地区住民
○ ○ ○ ○ 五里合地区住民 ○ ○ ○ ○ 美里小ＰＴＡ会長
○ ○ ○ ○ 主任児童委員 ○ ○ ○ ○ 地域コーディネーター

この日は，委員の方々に全学級の授業を参観していただき，校長の私から今年度の学校運営方
針の説明をしました。説明後，委員の方々と情報交換をしました。一部紹介いたします。

★６月23日(水)は全校で宮沢海水浴場のクリーンアップをします。

★７月第１週目の日曜日に五里合海水浴場のクリーンアップを行う予定だそうです。五里合地

区の子どもたちも参加してみませんか。

入学おめでとう集

会では１年生が名前

と好きな食べ物を紹

介しました。各学年

からの発表やプレゼ

ント，全校じゃんけん

ゲームなど，とても

楽しい時間となりまし

た。

慎重に田んぼに足を入れ，不安そうに苗を植えて数分もしないうちに楽しいと言っては，どんどん苗を植えていき

ました。あっという間に田植え終了となりました。地域の先生方からも優しく教えていただきました。

・子どもたちが生き生きと活動している。先生もいい雰囲気をつくっている。
・一人一人がパソコンを普通に使っていて驚いた。いろいろな学びが期待できる。
・合同で体育をやっている様子を見ると，異学年の仲のよさがうかがえる。
・地域の行事に参加する子どもたちがあまり見られなくなった。
・八郎湖のクリーンアップにも子どもたちの参加はなかった。参加率は年々低下していると思う。
・海岸のクリーンアップは宮沢だけでなく五里合でも行っているが，地元の子どもたちがあまり
参加しなくなってきている。

・地域の人たちは，学校との関わりが薄くなってきている。それに伴い地域意識も薄くなってき
ているのかもしれない。学校から子どもやその家庭への働きかけも必要になってくると思う。

・一方で男鹿に興味をもって定住を考えたり，休耕地を開拓している若者もいる。そういう人た
ちと子どもたちが交流してみるのもよいのではないか。


